
・GPIF（年金積立金管理運用独立行政法人）は2021年8月、「2020年度 ESG活動報告」を公開した。 

 ESG活動報告は、ESGに関するGPIFの取組みの効果検証を目的として、2017年度から毎年公開されている。 

・2020年度から、アスタミューゼ社の特許情報分析を用いた気候変動リスク・機会に関する報告が取り入れられた。 

2022年4月27日 特許業務法人HARAKENZO 

 WORLD PATENT & TRADEMARK 
SDGs×知財支援室長 弁理士 北岡 瞬 
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ESG活動の気候変動リスク・機会と特許情報分析 
GPIF 2020年度ESG活動報告 

１．GPIFの2020年度 ESG活動報告 

２．2020年度 ESG活動報告における各種分析（抜粋） 

ESG指数（4種類＋4種合成）の、
TOPIXに対する相対株価の推移。 
ESG指数は、TOPIXに対して高パ
フォーマンス＝ESG投資は、非
ESG投資よりも期待値が大きいこ

国内株式ESG指数のパフォーマンス ＜特許分析＞脱炭素技術の国・地域別の特許競争力 

GPIF 2020年度 ESG活動報告 
https://www.gpif.go.jp/esg-
stw/esginvestments/2020esg.html 

（機会＝脱炭素関連の規制強化により優位性が高まる技術による収益機会） 
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